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１．はじめに
重度視覚障害者の数学教育には数学点字記号が不可欠

である。日本点字の歴史はそれが最初に制定されてから
既に百余年になる。日本の数学点字記号はブライユ式に
始まって、その後数度改訂された。

現行体系は1962（昭和37）年日本点字研究会発行の
「点字数学記号」に基づいている。この「点字数学記号」
は、1948（昭和23）年の盲教育義務化に伴い、過去の
数学点字記号を盲学校教科書用の点字記号と点字表記法
に体系化したものである。この体系は初等・中等教育課
程の算数・数学には対応できるが、高等教育段階の数学
には対応できない。その改訂整備は盲教育の最重要課題
の一つである。現在この体系を改訂し、記号体系を更に
整備する研究が進められている。

日本語点字という特殊な環境の中での最適な数学点字
記号体系の開発は、日本語点字と数学教育に関して十分
な経験と見識を要する。過去の記号を収集整理し、現行
体系成立の過程を明らかにすることは興味深く、今後の
記号体系開発に有益である。

２．数学点字記号の変遷
2.1 明治から現在まで
日本の数学点字記号は、次の六つの段階を経て今日に

至ったと考えられる。
①1894（明治27）年　明治天皇御大婚満二十五年祝賀

歌集掲載の点字の表　[2]
②1907（明治40）年　東京盲唖学校考案の「日本訓盲

数字及数学符号」 [2]
③1921（大正10）年7月　東京盲学校発行の「日本訓盲

点字」 [2]
④1928（昭和３）年　東京盲学校発行の「点字数学記

号解説」 [2]
⑤1962（昭和37）年１月　日本点字研究会発行の「点

字数学記号」 [3]
⑥1981（昭和56）年　日本点字委員会発行の「点字数

学記号解説」 [5]
明治時代（①、②の時代）に用いられた記号は、殆ど

を（ａ）ブライユの記号[1]、（ｂ）1895年にJ. Humblin
Smithにより考案された記号[2]、（ｃ）1895年の英国の
算術書にもちいられた記号[2]から採っている。日本数
学点字記号の発端となったａ、ｂ、ｃ３種類の記号を表
１に示す。
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表１　ブライユ・スミス・英国の記号



2000年には、日本点字委員会から「点字数学記号解
説暫定改訂版」が発行されたが、これについては後述す
る。

（１）第１段階：1894（明治27）年　
明治天皇御大婚満二十五年祝賀歌集の初めに、日本点

字、点字の数字の表を掲載している。
この記号を表２の最右列に示す。②から⑥の各段階に

対応する記号を表の右の列から順に示す。最左列の点字
記号が⑥の現行の記号である。

明治23年に石川倉次が日本点字を制定して以来、数
字、記号はルイ・ブライユのものをそのまま用いている。
序数は基数を一段下げたもの、小数点は｛６｝の点であ
る。

ブライユの点字の時代は、数学記号は、表２のNo.1
からNo.7までしかなかった。No.8はあったが、小数点
として用いられていたのかどうかはわからない。No.9
からNo.14も点字があったというだけで、数学記号とし
て用いられていたのかどうかはわからない。ともかく数
学記号としても使えそうなものはこれだけであった[1]。

（２）第２段階：1907（明治40）年８月
東京盲唖学校が教諭石川倉次らに依頼し、欧米各国の

記号を参考にして数学記号を考案した。「日本訓盲数字
及数学符号」と呼ばれるものである。

表２の右から２列めにこの記号を示す。これらの殆ん
どは、表１に示した記号のうちから採られていることが
わかる。

新しく考案されてつけ加えられた記号の主なものを表
３の最右列に示す。

それまでとまったく変わったものは、マイナス（－）
記号で、新しく考案された波線（～）記号にそれまでマ
イナス記号として使われていた｛２，５｝が使われるこ
とになったためと思われる。また、割算（÷）記号を採
用したかわりに分数線がなくなった。根号（√）は全く
違う記号になった。それまでの小括弧は等号（＝）と紛
らわしいのでこれをまねることはせず、小、中、大括弧
は表１の記号を参考に苦心して定められたものと思われ
る。小数点は｛６｝で第１段階のままである。

重分指示符が出現するのでこの頃から重分数が使われ
ていたと思われる。

（３）第３段階：1921（大正10）年７月
1907年に英国のテーラーが画期的な数学記号を完成

させ、1917年にこれが出版されると、1918年には米国
にユニフォームタイプとして採用された。これはすぐ日
本にも伝えられ、東京盲学校はわが国もこれを採用する
ことを提案した。この提案は、1921（大正10）年７月
の帝国盲教育会第１回総会において可決され、日本数学
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点字記号として決定した。そして東京盲学校により、
「日本訓盲点字」として出版された。

その後ただちにユニフォームタイプが全国に普及した
わけではなかったが、この記号の優れている点がおいお
い理解され全国の盲学校で使われるようになっていっ
た。

この段階で多くの記号が改訂され、また、多数の記号
が新しく決められた。

改訂された記号を表２の右から３列め、表３の右から
２列めに示す。新しい記号を表４の最右列に示す。

特徴的なことは、新しく分数線が決められたこと、小
数点が｛４，６｝に決まったこと、根号が第１段階に戻
ったこと、および以下の諸記号が変更されたことである。
等号、中括弧と大括弧、プラスマイナス、マイナスプラ
ス、π、波線など。表４に示した20個余りの記号が新
しく考案された意義も大きい。特に、指数符と添字符が
初めて現れたことが注目される。

以後、日本では小数点は｛４，６｝が使い続けられる
ことになる。

（４）第４段階：1928（昭和３）年
大正10年に日本数学点字記号として採用されたユニ

フォ－ムタイプを東京盲学校が印刷して全国に頒布した
ものである。1921年に決定されたものはそのままであ
るが、新たにいくつかの重要な記号がつけ加えられたの
で表５の最右列に示す。
コンマ（，）、階乗記号（！）も新たに決められた。
指数の２乗、３乗、４乗記号が新たに決められた。

（５）第５段階　1962（昭和37）年１月
1955年に日本点字研究会が発足し、日本の数学点字

記号の統一をはかり、1961年７月に日本点字研究会第
６回総会において最終決定され1962年に「点字数学記
号」が発行された。

大きな特徴は小数点が｛３｝と決められたことである。
そ の 他 に 、 以 下 の 記 号 が 新 し く な っ
た。＞、＜、≧、≦、≠、ｌｏｇ、～、≒、：、！、（）
など。

さらに、多くの記号が新たに考案されたので、主なも
のを表６－１から表６－３の最右列に示す。

このときの改訂の原則は、｛４｝、｛５｝、｛６｝の点の
組み合わせは前置符号として使用することであった。

それまで小数点は｛４，６｝、ギリシャ文字符は｛３｝
で、ギリシャ大文字にはさらに大文字符を前置していた
が、ギリシャ文字符が１マスで済むように、小文字符は

｛４｝、大文字符は｛４，６｝となった。
また、打消し指示記号として｛４，６｝が決められた。
そのため小数点を変えざるを得なくなり、「日本訓盲



249

表２　1894年からの変遷

表３　1907年からの変遷
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表４　1921年からの変遷



ともあり、1973（昭和48）年の日点委の第６回総会に
おいてそれまでコンマに当てていた｛２｝を小数点とす
ることに決定した[6]。これは当時フランス（1973年か
ら）、イギリス（1989年から）で使われていたものと同
じである。

そしてコンマはすべてマス空けに変えることになっ
た。

表６－３のNo.128からNo.130の記号が新たに加えら
れた。

数式の行末の繋ぎ符として｛６｝が決められた。
表６－１から６－３に見られるように、この段階では、

第５段階の日点研の記号を基盤にしていて、全体として
は大幅な変更はなされていない。
2.2 2002年向け暫定改定版について
2000（平成12）年９月に日本点字委員会から「点字

数学記号解説暫定改訂版」が発行された[9]。この解説
に記載されている数学点字記号表記は2002年度使用教
科書から適用される予定とのことであるが、殆んどの記
号は1981年決定のままである。新たに加えられた記号、
及び、改訂された記号のみを表７の最右列に示す。比較
のため左列に現行の記号を示す。

新たに「数式指示符」と「分数囲み記号」が導入され
る。

中・大括弧の記号が改訂される。
三角関数の略記法が廃止される。これには、墨字と１

対１に対応するように、また、三角関数の略記法に使わ
れている”エ下がり”記号を他の用途のために温存した
いなどの意向が働いたものと思われる。

３．おわりに
日本点字の制定は1890（明治23）年である。その後

百年余の間に数学点字記号は幾度も改訂された。一覧表
にすると、特に小数点が現在の記号、｛２｝の点に落ち
着くまで多くの変遷を経たことがわかる。数式の行末の
つなぎ符｛６｝が、1981（昭和56）年以前にはなく、
同年日点委によって初めて正式に決定されたことも興味
深い。括弧類も何度か改訂されて来たが、さらに2002

（平成14）年から中・大括弧が改訂される予定といわれ
る。

点字記号に必須の条件は利用者に使い易いことであ
る。日本点字委員会では日本数学点字記号改訂の抜本的
検討を続けるという。今後の動向を注意深く見守りたい。
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数字及数学符号」（第２段階）でコンマとして定めた記
号（スミスの考案したもの）｛３｝を小数点にあてたも
のと思われる。

この決定は専門書のみに適用され、一般書においては
｛４，６｝のままであった[7]。

ｌｏｇ　の記号も｛４，５，６｝を使っていたので変
更された。

なお、コンマは、東京盲学校が「日本訓盲点字」で定
めた｛２｝のままであった。

括弧については、数式中の数字や文字以外の記号はで
きるだけ下２段の４点を用いる、という原則から決めら
れたものと思われる。

ここに初めて、日本の現行体系の基礎となる記号体系
ができあがったのである。

この後1966(昭41)年には日本点字委員会が発足した。
1971年の高等学校学習指導要領の改訂、大学で数学を
専攻する視覚障害学生の出現などから、論理、写像、行
列などの記述に困難を生じるようになってきたため、日
本点字研究会、日本点字委員会はいくつかの記号の追加、
改訂を行い、1972年に「点字数学記号」の増訂版を発
行した[4]。表６－３の記号No.119からNo.127は、この
とき追加決定されたものである。

（６）第６段階：1981（昭和56）年
1966（昭和41）年に日本点字委員会が発足した。

この会は日本における点字記号、表記法の唯一の決定機
関として日本の点字の統一を目指し、点字数学記号専門
委員会によって「点字数学記号解説」が発行された。

小数点｛３｝は、かなの「わ」と同じであるというこ

表５　1928年からの変遷
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表６-１　1962年からの変遷その１ 表６-２　1962年からの変遷その２
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Abstract: The historical process of establishing the present mathematic Braille code system is
investigated by compiling the documents of the Braille codes formerly used in Japan.

The historical change of the mathematic Braille codes from the Meiji Period to the contemporary
period is shown in the table in chronological order.

The provisional version for the revision in 2002 is also shown.
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